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〃Clﾘｸﾞ:W2gDsto川川ＣＯＭα/"川(Diesing，1850）

に関する研究

（１）日本における第一中間宿主

梶山松生↑梶山緑§鈴木了司:ｔ

(昭和54年２月５日受領）

わが国におけるＰ/zα”"gosZo"z""ｚＣｏｍａＺｚＪｍの地

理的分布については，ＫｉｆｕｎｅｅＺａＺ．（1967)，井関ら

(1974)，近藤ら（1974)，円橋ら（1976)，木船・藤

(1976)，梶山ら（1976）等により，滋賀，大阪，兵庫，

山口から九州に至る西日本一帯のネコ等に自然感染して

いることが知られている．第＝中間宿主に関しては,蛙・

蛇等にそのmetacercariaが寄生していることを栗本

（1976）は京都と大阪で，内田ら（1977）は香川で，そ

れぞれ報告している．

ところが第一中間宿主については，Wallace（1939）

の中国の広東での報告以外にはみるべきものがなく，日

本では第一中間宿主が全く不明であった．

著者らは日本における本吸虫の生活史，特に第一中間

宿主探索の目的で，本吸虫miracidiumをPbj1yﾊyZis

比ＭＷｈａｅ７ｗｚａヒラマキモドキに感染せしめたところ，

cercariaがえられたのでその成績を報告する．

を，素焼き瓦片上に塗布して直径15ｃｍのシャーレ内に

置き，水没しない程度に水を入れ，同じく３０Ｃで培養

した．

ヒラマキモドキ：感染実験に供したヒラマキモドキは

感染ネコの飼育地とは，直線距離にして１０ｋｍ離れた

山口市吉敷上東地区の水田側溝に棲息していたもので，

この側溝から1978年７月から９月までに得られた156個

が用いられた(Fig.１）．

感染方法：100ｍｌビーカー内で培養開始後３１日～３４

日に水中にmiracidiumが多数漉泳することを確認し

た後,シャーレにとり，第１表に示すように29個のヒラマ

キモドキをこれらシャーレに入れて12時間放置した．そ

の後，ヒラマキモドキを金網のボール茶こし器に入れ，

これをさらに６５１の水槽中で飼育した．今回はヒラマキ

モドキへの感染の有無をしらべる目的であり，多数の

miracidiumを感染させた．

また，泥土と混和して３０Ｃで培養した虫卵は，培養

開始35日後にシャーレごと水槽内に入れ，そこにヒラマ

キモドキ100個を投入してそのまま飼育した．

材料及び方法

虫卵：Ｐ・ｃｏＭａＺｚ`,〃の虫卵は山口市名田島で飼育さ

れている日本在来種，２歳，雌ネコに自然感染している

ものの排泄便中にふくまれているものを用いた．糞便

は1978年６月に採取され，ただちに虫卵の培養が行われ

た．

虫卵の培養：虫卵をふくむ糞便は，一部を100ｍｌビー

カーに入れ，水を加えて混和，３０Ｃで培養するととも

に毎日１回上澄み液を捨て，新鮮な同量の水を加えた．

また，一部は同量滅菌泥土を混和，提粉状としたもの

成績

１．虫卵の発育

３０Ｃの培養によって，約15日で卵内にmiracidium

の発育がみられ，さらに培養をつづけたところ自然孵化

が観察された．虫卵の約10％が孵化するのに，水中で培

養したものでは30日目，泥土とともに培養したものでは

50日目であった．

成熟miracidiumは卵内で活発に旋回運動をつづけて

いる間に小蓋が開き，卵内膜とともに嚢状となって卵外

にとび出し，嚢中で旋回運動をくり返した後に嚢の一端
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が破れて源出する．

２．感染

ヒラマキモドキ29個にmiracidiumを感染させた第１

回の実験では，飼育途中で死亡貝がみられたが，感染後

26～28日において，１１個の貝を破砕検査したところ，９

個(81.8％）に岐尾cercaria，rediaが多数認められた．

貝の外側から透過光線によって内部のcercariaを観察し

うる場合もあった．

これらのcercariaはすべてＰ・ＣＯ〃α、"ｚであると

考えられ，他の種類のcercaria寄生は全くみられなか

った．

一方，泥士培養虫卵を水槽中に放置したものからの第

２回の実験では，貝を投入後２５日目の検査で，生存貝

61個，死亡乃至行方不明貝が39個あったが，生存貝のう

ち40個を破砕することによって寄生の有無を調べたとこ

ろ，３３個（82.5％）に本吸虫と考えられるcercariaの

存在を確認した．生存貝のうち21個の貝は，第二中間宿

主への感染実験に使用するため，破砕法による感染の有

無はしらべていないので感染率の計算から除外してある

(Tableｌ)．

感染実験において本吸虫のcercariaの勝出が認めら

れた1978年９月初旬に，実験に供されたものと同一地点

で採集されたヒラマキモドキを採取し，破砕して自然感

染の有無を調査した．対照として用いられたこれらヒラ

マキモドキ27個には，Ｐ・ＣＯ〃αZ""のcercaria,redia

等はいうまでもなく，他種の岐尾cercariaも検出しえ

なかったが，７個の貝に単尾cercariaの寄生が認めら

れた．

３．Cercariaの形態

Cercariaの形態は主として生標本によって観察した．

また，cercariaをふくむ水に同量の10％熱ホルマリンを

加えて固定し，軽くカバーグラスをかけてcercariaの

計測を行なった（Fig.２)．その計測値はＴａｂｌｅ２に示

す．

源出cercariaは岐尾cercariaで，円形の口吸盤は腹

吸盤よりやや大きく，体前端に位置する．体前端には微

小な皮赫が群生し，腹吸盤のすぐ前方に位置する２対の

小さい侵入腺細胞の開口部は口吸盤近くであった．

眼点はない．前咽頭はきわめて短かく，食道は比較的

長い．二叉した腸管は腹吸盤をかこむように下行して排

泄嚢の上端近くで盲管となって終る（Fig.３)．

感覚毛は体部の下部に１対，尾幹部には13対を数え

えた．このうち,体部にもっとも近いものは,他の感覚毛

に比してやや長い．本cercariaの排泄系統はＶ字状の

排泄裏の両角からそれぞれ主排泄管が出，一旦上昇して

から上下に分れるmesostomate型で，上行腺は２個，

下行腺も２個の焔状細胞を有し，下行腺はさらに尾幹部

に入り，そこに１個の焔状細胞をもつ．

従って本cercariaの焔状細胞式は

〔{(１＋１）＋（１＋１）}＋１〕×２＝１０

としてあらわされる．
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Ｐ/iαγγ"gosro,,z",,ｚｃｏＭａＺ""ｚについては第二中間宿

主や終宿主に関しては多くの報告があるが，第一中間宿
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TablelExperimentalinfectionsofPojlyPMisルァ"iWzaer(`Ｚａｗｉｔｈ

Ｐ/iary"gosZo,"""ｚｃｏ〃αZ"、

Ｎｏ．ofsnails

positive（％)＊
No.ofsnails

exposed
DaysafterinfectionNo，ｏｆｓｎａｉｌｓｓｕｒｖｉｖｅｄ

Experimentl

２９

Experiment2

１００

9(81.8）26-28 11

33(82.5）4０2５

＊Expressedasthe％survivingsnailsthatshedcercariaeoncrushing．
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Tabｌｅ２Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｏｆ２０ｃｅｒｃａｒｉａｅｏｆ

Ｐﾉｶα、ﾉ"gosro"z""ｚｃｏ７ａａｍ"』

的に実験を行なってはいるが，報告するに足るデーター

はえられていない．しかし，ヒラマキモドキに対する本

吸虫のかかる高率な寄生率から推察して，日本では各地

に普通に分布棲息するヒラマキモドキが主要な第一中間

宿主になりうる可能性はかなり強いものと考えられる．

鳥類住血吸虫による皮膚炎の調査において安里(1978）

から送付された沖繩産ヒラマキモドキのcercariaの検索

中，えられたcercaria中に本吸虫のものを著者らは確

認している事実もある．本吸虫の第二中間宿主の分布と

感染状況から推察して，今後，各地でのヒラマキモドキ

の調査によって本吸虫の自然感染が発見されることが容

易に期待される．

実験によってえられたcercariaの形態，計測値を

Wallace（1939）のものと比較観察したところ，尾岐部

の長さがWallaceのものより短いという以外はほぼ同

様な観察結果をえた．しかし,その感覚毛は体部に１対，

尾幹部に13対を数ええたWallaceの記載では尾幹部に

７対であるが，本感覚毛はきわめて観察しにくく，恐ら

くWallaceが見落したものであろう．

本吸虫のmiracidium形成は，３０Ｃで１５日であり，

自然孵化が１０％に達するのは３０日後であった．これは

Wallaceが中国の広東において本吸虫卵を培養し，気温

が高い４月では20日後に，気温の低い２月では30日後に

虫卵内にmiracidium形成を認めたのにくらべて早い傾

向にあるが，』恒温器内で３０Ｃという自然界に比して比

Width(β）Length(,u）

Body

Tailstem

Tailfurca

Oralsucker

Acetabulum

Pharynx

Distancefromanterior
endtoacetabulum

３
２
７
７
０
３

●
●
●
●
●
●

３
３
２
３
２
２

士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

２
５
５
６
２
７

３
８
９
８
２
２

５
３
１
２
２
１

４
０
８
２
２
４
１

●
●
●
●
●
●
●

９
５
５
２
１
２
８

１
１

＋
｜
＋
｜
＋
｜
士
十
一
十
一
十
一

４
８
７
１
６
３
５

４
５
６
８
２
１
３

１
９
２
２
２
１
３

１
１
１

主についてはわが国では全くなかった．

自然感染のネコの糞便を培養してえたmiracidium

は，孵化後水中を瀧泳してヒラマキモドキの軟部組織に

侵入するのが観察され，２回の感染実験では死亡貝等を

除いて１１個中９個（81.8％)，４０個中33個（82.5％）と

いうかなり高率な感染率をえた．

以上の実験に供されたヒラマキモドキは，自然界で得

られたものであるため，自然感染の有無を考慮する必要

がある．そこで対照として実験に用いた貝と同じ場所で

採取したヒラマキモドキを破砕検査した結果,本吸虫の

cercariaはいうまでもなく，類似の岐尾cercariaは全く

認められなかった.このことは感染率と考え併せると,Ｐ・

ＣＯ”α〃７〃のmiracidiumがヒラマキモドキに侵入し，

貝体内で発育したcercariaであることはまちがいない．

ヒラマキモドキ以外の貝が，本吸虫の中間宿主になり

うるか否かについては，現在，二，三の貝に関して予備

（５３）
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較的高い温度であったためと考えられる．

また，miracidiumが貝体内に侵入後，cercariaが漉

出する時間はWallaceによれば，虫卵と貝を一緒に入

れてから46日後にsporocystが検出されたというのみで

あって詳細な報告はない．

著者らの実験では，第１回の感染実験で26～28日，第

２回では25日にcercariaを検出した．貝の飼育は室温

（27.2Ｃ～27.6C）で行われたが，実際にはそれ以前に

最初のcercariaの瀧出があったことも考えられる．

結論

Ｐ/jα”"gosZo"z"?,ｚｃｏ”α〃"ｚのわが国の生活史の研

究のうち，第一中間宿主を決定するための実験的研究が

行われた．

１．本吸虫のmiracidiumはヒラマキモドキ体内に侵

入，発育し，感染満25日後にはcercariaとなって瀧出

することが確認された．

２．本吸虫のcercariaはWallaceの記載したものと

形態および計測値は，ほぼ同じであったが感覚毛などに

差異が認められた．

３．わが国におけるＰｂαひ"gosZo"z"ｍｃｏ〃αZ""zの

自然界での第一中間宿主にPCJ(yPlyZ/Ｓ此"ＺｉＷｌａｅ'WZa

ヒラマキモドキがなりうるという可能性が示唆された．
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STUDIES ON PHARYNGOSTOMUM CORDATUM (DIESING, 1850)

(1) THE FIRST INTERMEDIATE HOST IN JAPAN

Matsunari KAJIYAMA

{School of Medical Technology, Yamaguchi University School of

Medicine, Ube 755)

Midori KAJIYAMA

(The first Department of Pathology, Yamaguchi University School of

Medicine, Ube 755)

AND

Noriji SUZUKI

{Department of Parasitology, Kochi Medical School, Nankoku 781-51)

In order to determine the first intermediate host of Pharyngostomum cordatum in Japan,

experimental infections of Polypylis hemisphaerula with the miracidia of the fluke were per

formed.

The snails were examined from 25 to 28 days after exposure, and 9 (81.8%) out of 11 snails

and 33 (82.5%) out of 40 were found to harbor cercariae of the fluke, respectively. Therefore,

it was concluded that P. hemisphaerula was easily infected with P. cordatum, producing the

cercariae.

The life-cycle of P. cordatum was studied in full detail by Wallace (1939). As far as

the description of the cercaria is concerned, no marked difference except the number of the

sensory hairs could be found between the report of Wallace and that of the present authors.

Wallace described that 7 hairs project from the sides of the tail stem, whereas the authors

observed that the tail stem is provided with 13 pairs of hairs and the body with one pair.
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